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【緒 言】
生涯の健康づくりには，自己の体力を正しく認識
することに加えて，健康保持のためのスポーツ・運
動などを日常生活で習慣化することが，キーポイン
トになる。近年，メタボリックシンドローム対策の
関連から，体格・体型評価に BMI：Body Mass Index
の活用が一般化しているにもかかわらず，健康状態
指標としての BMIからの警笛や支援情報に対して，
認知と行動が健康教育の目的である行動化まで繫が
らないという，本来の一連の流れを今ひとつ推進で
きない現実が多く認められ，その改善策の探求究明
がこの分野の一義的検討課題になっているといえよ
う。
そこで，スポーツ・運動の健康・体力養成への好
影響に関する今までの研究成果????に加えられる生
涯の健康づくりの基本資料，効果的支援・推進方策
の知見追加収集・習得の意味から，大学教養教育で
実施している授業の受講生を対象に，体格・体型認
識とスポーツ・運動活動の実践状況について，文科
省の新スポーツテストと日常環境・生活状況アン
ケートに体格評価や運動観の質問項目を付加した調
査・測定を行い興味ある知見が得られたので報告す
る。
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【方 法】
検討データは，2012年 G大学教養教育授業受講
生 853人（男子 532人，女子 321人）の身長，体重
と BMI，体力（文科省：新体力テスト???の項目）な
らびに，体型自己評価・理想体重，運動観の項目を
付加した日常環境・生活状況アンケート結果である。
運動群と非運動群の群別要件は，運動実施状況に
ついて新体力テストのアンケート項目「運動部やス
ポーツクラブ所属：有」，「実施頻度：週 1～ 2日以
上」，「実施時間：30分以上」のいずれも満たす者を
運動群に，それ以外を非運動群とした。
BMIによる群別にはWHO（1997年）および日本
肥満学会（2000年）の肥満判定基準値を使用した。
集計・分析には Excelと統計解析ソフトNAP????
を使用した。
【結果および考察】
検討対象者を性別に新体力テストアンケート項目
の「運動部やスポーツクラブ所属：有」，「実施頻度：
週 1～ 2日以上」，「実施時間：30分以上」のいずれ
も満たす者を運動群，それ以外を非運動群として集
計すると，運動群男子は 227人，女子が 73人であり，
非運動群は男子が 305人，女子は 248人であった。
運動習慣で群別した対象者の体格・体型ならびに，
上体起こし・長座体前屈・握力・反復横跳び・立ち
幅跳び・12分間走の体力テストの測定結果の基本統
計量は，表 1のようであった。体格・体型では身長
は男女とも運動群間に差は認められないが，体重と
体型の BMIには，男女差が認められた。女子では体
重が 52㎏程度，BMIは 20程度で群間に差を認めな
いが，男子では体重において運動群の 63.6±8.74㎏
に比べて非運動群が 62.0±10.34㎏，BMIでも運動
群の 21.7±2.7に比べて非運動群の 21.1±3.1と，い
ずれにおいても運動群が有意に高値であった。この
傾向はアンケートによる自分の理想と考えている体
重の値とそれから算出した BMIの群間比較におい
ても同様であった。
さらに測定調査結果に関しては，年齢・体格・体
型の運動習慣別比較で男女ともに統計的差を認めな
いが，運動能力ではいずれの測定項目においても運
動群が非運動群に比べて有意（Kolmogorov-
Smirnov Test??）に良好な傾向を示す高値を認めた
（図 1～12）。
一方，運動群と非運動群別に実測 BMIと理想体重
から算出した BMIとの関連状況を相関図にしてみ
たのが図 13，14である。男女ともいずれも有意な相
関を認めるが，相関係数の 2乗で表される説明率で
は，運動群で男子 43％，女子 44％と近似しているの
に対して，非運動群では女子が 54％に対して男子は
28％程度と説明率が半減する所見を得た。アンケー
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表１ 2012年入学生の性別運動習慣有無別体格・体型および運動能力の群別比較結果
年齢
(年)
身長
(㎝)
実測体重
(㎏)
実測
BMI
理想
体重
理想
BMI
上体起こ
し（回）
長座体前
屈（㎝）
平均握力
(㎏)
反復横跳
び（点）
立ち幅跳
び（㎝）
12分間
走(ⅿ）
男子 運動群 N＝ 227  227  227  227  227  227  227  227  227  227  227  227 Mean＝ 18.5  171.0  63.6  21.7  62.6  21.4  32.3  48.6  41.6  60.5  231.8  2609.1 SD＝ 0.76  5.58  8.74  2.78  6.19  1.59  4.91  10.06  6.25  6.60  20.85  340.16 Max＝ 22  187.6  103  34  80  27  47  72  60  83  285  3620 Min＝ 18  156.5  46  16  48  16  18  19  25  29  170  1600
非運動群 N＝ 305  305  305  305  305  305  305  305  305  305  305  305 Mean＝ 18.5  171.3  62.0  21.1  61.1  20.8  28.9  45.4  39.1  57.4  219.8  2396.7 SD＝ 0.93  5.65  10.34  3.16  6.52  1.57  5.30  10.34  6.09  6.14  21.71  364.93 Max＝ 24  188.1  108  36  90  28  45  74  61.5  73  275  3500 Min＝ 18  153  42.5  15  45  17  14  17  24  35  130  800
群比較 Kolmogorov-Smirnov Test  N.S. p＜0.05  p＜0.05  p＜0.01  p＜0.01  p＜0.01  p＜0.01  p＜0.01  p＜0.01  p＜0.01  p＜0.01
女子 運動群 N＝ 73  73  73  73  73  73  73  73  73  73  73  73 Mean＝ 18.3  159.0  52.3  20.6  48.4  19.1  26.4  50.4  27.5  51.8  179.1  2105.7 SD＝ 0.56  4.98  6.21  2.02  5.37  1.79  4.73  8.91  4.47  4.66  19.00  252.98 Max＝ 21  169.4  66  26  65  28  39  73  36.6  64  210  2750 Min＝ 18  148.9  37  16  35  16  16  26.5  16  40  130  1400
非運動群 N＝ 248  248  248  248  247  247  248  248  248  248  248  248 Mean＝ 18.4  158.7  52.5  20.8  47.9  19.0  22.5  46.9  25.8  48.4  168.6  1910.7 SD＝ 0.81  5.44  7.02  2.52  4.52  1.42  4.60  8.36  4.04  5.29  18.99  255.34 Max＝ 26  173.2  93.1  35  60  24  33  68  38  63  225  2820 Min＝ 18  144.5  39.9  15  38  16  11  19  16.1  22  115  1225
群比較 Kolmogorov-Smirnov Test  N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. p＜0.01  p＜0.01  p＜0.01  p＜0.01  p＜0.01 p ＜0.01
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トによる自己体型評価や運動に対する楽しさと得意
さ認識に関して，性別に運動群と非運動群の比較や
関連をみた。運動群と非運動群別の自己体型認識に
関しては，群別の痩せ認識（るい痩），ふつう認識（正
常），太い認識（肥満）の分布が，男子は表 2，女子
は表 3のようになり，いずれも統計的関連が認めら
れなかった。しかしながら，群別の実測 BMIによる
判別「痩判定」：BMIが 18.5未満，「普通判定」：BMI
が 18.5以上 25.0未満，「太判定」：BMIが 25.0以上」
と自己体型認識との間には，男女・運動群と非運動
群別の独立性の検定においては表 4，5，6，7のよう
に，いずれも有意な関連が認められた。ただ，運動
群と非運動群における実測 BMI判定評価の動向が
男女で異なり，男子は運動群で「普通判定」と「太
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図３ 2012男子新入生平均握力の
運動群と非運動群の比較
図２ 2012男子新入生長座体前屈
の運動群と非運動群の比較
図１ 2012男子新入生上体起こし
（回／30秒）の運動群と非運
動群の比較
図９ 2012女子新入生の平均握力
の運動群と非運動群の比較
図８ 2012女子新入生の長座体前
屈の運動群と非運動群の比較
図７ 2012女子新入生上体起こし
（回／30秒）の運動群と非運
動群の比較
図４ 2012男子新入生反復横跳び
の運動群と非運動群の比較
図５ 2012男子新入生立ち幅跳び
の運動群と非運動群の比較
図６ 2012男子新入生の 12分間の
運動群と非運動群の比較
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判定」に分類される者が有意に多く，非運動群では
逆に「痩判定」に分類される者が多いことが認めら
れたのに，女子ではそのような統計的傾向は認めら
れなかった。また，留意すべき所見として，実測 BMI
で「痩判定」領域なのに「ふつう認識」している者
が，男子運動群で 17人中 5人（29.4％），非運動群で
は 49人中 5人（10.2％）おり，女子にいたっては運
動群で 10人中 7人（70.0％），非運動群で 30人中 24
人（80.0％）と男子の 2倍以上である。
さらに，実測 BMIで「普通判定」領域なのに「太
い認識」している者が，男子運動群で 180人中 20人
（11.1％），非運動群では 229人中 28人（12.2％）お
り，女子には運動群で 61人中 15人（24.6％），非運
動群で 206人中 64人（31.4％）と「痩判定」同様に
図12 2012女子新入生の 12分間走
の運動群と非運動群の比較
図11 2012女子新入生の立ち幅跳
びの運動群と非運動群の比較
図10 2012女子新入生の反復横跳
びの運動群と非運動群の比較
図14 2012女子入学生の実測 BMIと理想 BMIの運動
群と非運動群別の分布状況
図13 2012男子新入生の実測 BMIと理想 BMIの運動
群と非運動群別の分布状況
表２ 2012男子新入生の運動・非運動群別
実測体型認識状況
A項目／B項目 痩せ認識 ふつう認識 太い認識 計
実数 50  130  47  227
運 動 群
(期待度) 59.7  124.6  42.7
実数 90  162  53  305
非運動群
(期待度) 80.3  167.4  57.3
計 140  292  100  532
 
x?＝3.94，df＝2，N.S.
表３ 2012女子新入生の運動・非運動群別
実測体型認識状況
A項目／B項目 痩せ認識 ふつう認識 太い認識 計
実数 90  162  53  305
運 動 群
(期待度) 53.5  179.8  71.7
実数 7  164  77  248
非運動群
(期待度) 43.5  146.2  58.3
計 97  326  130  553
 
x?＝2.54，df＝2，N.S.
130 小川正行・ 卓樹・小倉篤人・住谷亮太・吉田聡子・小林 峻・田島芳隆・中雄勇人・上條 隆
男子のほぼ 2倍以上である。この特に，実測「痩判
定」でありながらその 70～80％は現状よりも痩せた
いと望んでいるという女子の状況は危惧すべきもの
であり，改善策究明努力の必要性を再認識させられ
る所見といえよう。
また，自己の体型認識の痩せ・ふつう・太い認識
者の 3群別の実測 BMIと理想体重から算出した理
想 BMIの性別運動・非運動群別の基本統計量に関し
ては表 8のようであった。男子は運動群と非運動群
の実測 BMI，理想 BMIのいずれにおいても正の順
序性が認められたが，女子の運動群の理想 BMIだけ
はそのような順序性が認められず，その原因に関し
ては，今回の調査項目では究明できず今後の検討課
題である。次に，運動に対する得意と不得意の意識
と実測 BMIによる判別評価との関連をみると表 9
～12のようであり，男女ともに運動群は有意な関連
表４ 2012男子新入生の運動群の実測
体型認識と BMI判定の関連
A項目／B項目 痩せ認識 ふつう認識 太い認識 計
BMI痩判定 実数 12  5  0  17
 
18.5未満 (期待度) 3.7  9.7  3.5
実数 38  122  20  180 BMI普通
(期待度) 39.6  103.1  37.3
 
BMI太判定 実数 0  3  27  30
 
25.0以上 (期待度) 6.6  17.2  6.2
計 50  130  47  227
 
x?＝123.45，df＝4，p＜0.01
表５ 2012女子新入生の運動群の実測
体型認識と BMI判定の関連
A項目／B項目 痩せ認識 ふつう認識 太い認識 計
BMI痩判定 実数 3  7  0  10
 
18.5未満 (期待度) 0.5  7.1  2.3
実数 1  45  15  61 BMI普通
(期待度) 3.3  43.5  14.2
 
BMI太判定 実数 0  0  2  2
 
25.0以上 (期待度) 0.1  1.4  0.5
計 4  52  17  73
 
x?＝21.63，df＝4，p＜0.01
表６ 2012男子新入生の非運動群の実測
体型認識と BMI判定の関連
A項目／B項目 痩せ認識 ふつう認識 太い認識 計
BMI痩判定 実数 44  5  0  49
 
18.5未満 (期待度) 14.5  26.0  8.5
実数 46  155  28  229 BMI普通
(期待度) 67.6  121.6  39.8
 
BMI太判定 実数 0  2  25  27
 
25.0以上 (期待度) 8.0  14.3  4.7
計 90  162  53  305
 
x?＝211.88，df＝4，p＜0.01
表７ 2012女子新入生の非運動群の実測
体型認識と BMI判定の関連
A項目／B項目 痩せ認識 ふつう認識 太い認識 計
BMI痩判定 実数 6  24  0  30
 
18.5未満 (期待度) 0.8  19.8  9.3
実数 1  139  64  204 BMI普通
(期待度) 5.8  134.9  63.3
 
BMI太判定 実数 0  1  13  14
 
25.0以上 (期待度) 0.4  9.3  4.3
計 7  164  77  248
 
x?＝70.60，df＝4，p＜0.01
表８ 2012年入学生の性別運動習慣有無別体型認識の実測 BMIと理想体重による BMI基本統計量比較
運動群の実測 BMI 運動群の理想体重による BMI 非運動群の実測 BMI 非運動群の理想体重による BMI
痩せ
認識
ふつう
認識
太って
認識
痩せ
認識
ふつう
認識
太って
認識
痩せ
認識
ふつう
認識
太って
認識
痩せ
認識
ふつう
認識
太って
認識
男子 N＝ 50  130  47  50  130  47  90  162  53  90  162  53
 
Mean＝ 19.2  21.3  25.6  21.0  21.1  22.6  18.4  21.1  25.8  20.3  20.7  22.0
 
SD＝ 3.01  1.59  1.92  2.78  1.51  1.36  1.07  1.56  3.68  1.30  1.35  1.97
 
Max＝ 22  188  103  26  24  27  20  26  36  24  24  28
 
Min＝ 18  157  46  16  17  19  16  15  21  17  17  17
痩・普・太比較 F-test（B：p＜0.0001，F：p＜0.0001）（B：p＜0.0001，F：p＜0.0001）（B：p＜0.0001，F：p＜0.0001）（B：p＜0.0001，F：p＜0.0001）
女子 N＝ 4  52  17  4  52  17  7  164  77  7  164  77
 
Mean＝ 20.8  18.9  19.4  20.8  18.9  19.4  17.0  20.0  22.9  18.6  18.7  19.7
 
SD＝ 22.91  23.45  25.56  4.84  1.37  1.74  1.16  1.65  2.80  1.66  1.30  1.38
 
Max＝ 23  23  26  28  22  22  15  17  19  22  22  24
 
Min＝ 16  17  19  18  16  16  15  17  19  17  16  17
痩・普・太比較 F-test（B：p＝0.0100，F：N.S.）（B：p＝0.00013，F：N.S.）（B：p＜0.0001，F：p＜0.0001）（B：p＜0.0001，F：p＜0.0001）
註）B：分散の均一性の検定；Bartlett-test，F：3群間の平均値の比較；ANOVA
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のあることが認められたが，非運動群にはその統計
的関連は認められなかった。ただ，この関連所見は，
BMI正常域（普通判定）のみが運動を得意とするも
ので，運動への好意・有能性に関しては BMI正常域
（普通判定）にピークを有する二次回帰的傾向が存
在することが示唆されたといえよう。運動奨励のた
めの促進因子として，体型を正常域（普通判定）に
保てるようにすることが効果的であるとの興味ある
知見を追加できたと思われる。しかしながら，同様
な検討を運動が楽しいという意識についても行った
が，表 13～16のように男女別の運動群と非運動群の
いずれにおいても統計的関連を見い出せなかった。
この所見に関しては運動有能感とは逆に，運動の楽
しさは体型に関係なく持たせることできるという可
表９ 2012年新入生男子運動群の実測 BMIと
運動得意意識との関係
項 目 BMI 18.5未満
BMI
正常域
BMI 25.0以上 計
実数 7  103  8  118
運 動 得 意
（期待度） 8.8  93.6  15.6
実数 10  77  22  109
運動不得意
（期待度） 8.2  86.4  14.4
計 17  180  30  227
 
x?＝10.478，df＝2，p＜0.01
表10 2012年新入生男子非運動群の実測 BMIと
運動得意意識との関係
項 目 BMI 18.5未満
BMI
正常域
BMI 25.0以上 計
実数 12  61  3  76
運 動 得 意
（期待度） 12.2  57.1  6.7
実数 37  168  24  229
運動不得意
（期待度） 36.8  171.9  20.3
計 49  229  27  305
 
x?＝3.1178，df＝2，N.S.
表11 2012年新入生女子運動群の実測 BMIと
運動得意意識との関係
項 目 BMI 18.5未満
BMI
正常域
BMI 25.0以上 計
実数 4  31  0  35
運 動 得 意
（期待度） 4.8  29.2  1.0
実数 6  30  2  38
運動不得意
（期待度） 5.2  31.8  1.0
計 10  61  2  73
 
x?＝2.26970，df＝2，N.S.
表12 2012年新入生女子非運動群の実測 BMIと
運動得意意識との関係
項 目 BMI 18.5未満
BMI
正常域
BMI 25.0以上 計
実数 8  30  3  41
運 動 得 意
（期待度） 5.0  33.7  2.3
実数 22  174  11  207
運動不得意
（期待度） 25.0  170.3  11.7
計 30  204  14  248
 
x?＝2.96925，df＝2，N.S.
表13 2012年新入生男子運動群の実測 BMIと
運動楽しい意識との関係
項 目 BMI 18.5未満
BMI
正常域
BMI 25.0以上 計
実数 15  177  29  221
運動楽しい
（期待度） 16.6  176.2  28.2
実数 2  4  0  6
楽しくない
（期待度） 0.4  4.8  0.8
計 17  181  29  227
 
x?＝6.41593，df＝2，p＜0.05
表14 2012年新入生男子非運動群の実測 BMIと
運動楽しい意識との関係
項 目 BMI 18.5未満
BMI
正常域
BMI 25.0以上 計
実数 39  185  21  245
運動楽しい
（期待度） 39.4  184.0  21.7
実数 10  44  6  60
楽しくない
（期待度） 9.6  45.0  5.3
計 49  229  27  305
 
x?＝0.15833，df＝2，N.S.
表15 2012年新入生女子運動群の実測 BMIと
運動楽しい意識との関係
項 目 BMI 18.5未満
BMI
正常域
BMI 25.0以上 計
実数 9  59  2  70
運動楽しい
（期待度） 9.6  58.5  1.9
実数 1  2  0  3
楽しくない
（期待度） 0.4  2.5  0.1
計 10  61  2  73
 
x?＝1.07306，df＝2，N.S.
表16 2012年新入生女子非運動群の実測 BMIと
運動楽しい意識との関係
項 目 BMI 18.5未満
BMI
正常域
BMI 25.0以上 計
実数 23  150  8  181
運動楽しい
（期待度） 21.9  148.9  10.2
実数 7  54  6  67
楽しくない
（期待度） 8.1  55.1  3.8
計 30  204  14  248
 
x?＝2.01889，df＝2，N.S.
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能性を示唆されたものとも考えられる。運動処方に
おける体型の持つ促進・後退因子のさらなる究明に
期待したい。
【まとめ】
生涯の健康づくりにおけるスポーツ・運動の日常
生活での習慣化のためのキーファクターとしての
BMI：Body Mass Indexの認知と行動化について，
G大学教養教育授業受講生を対象に体格・体型測
定，文科省の新スポーツテストと日常環境・生活状
況アンケートに体格評価や運動観の質問項目を付加
した調査・測定を行い検討した。得られた主なる知
見をまとめると以下のようになる。
1）2012年 G大学教養教育授業受講生 853人（男
子 532人，女子 321人）を，運動部やスポーツ
クラブ所属：有」，「実施頻度：週 1～ 2日以
上」，「実施時間：30分以上」のいずれも満たす
者を運動群，それ以外を非運動群として群別す
ると男子運動群は 227人，非運動群は 305人，
女子運動群は 73人，非運動群は 248人で，習慣
的運動実施率は男子の 42.7％に対して女子は
22.7％と半減状態にあった。
2）体格・体型では身長は男女とも運動群間に差
は認められないが，男子の体重は運動群の
63.6±8.74㎏に比べて非運動群が 62.0±10.34
㎏，BMIでも運動群の 21.7±2.7に比べて非運
動群の 21.1±3.1と運動群が有意に高値であっ
た。この傾向はアンケートによる自分の理想と
考えている体重の値とその BMIの群間比較に
おいても同様であった。
3）運動習慣別年齢・体格・体型の比較では，男
女ともに統計的差を認めないが，運動能力では
いずれの測定項目においても運動群が非運動群
に比べて有意に良好な高値傾向を認めた。
4）運動群と非運動群別に実測 BMIと理想体重に
よる BMIとの間には，男女とも有意な相関を認
め，相関係数の 2乗で表される説明率は，運動
群男女で 43％，44％とほぼ同様であるのに対し
て，非運動群では女子の 54％に対して男子は
28％程度と半減していた。
5）群別の自己体型認識は，男子の「痩せ」，「ふ
つう」，「太い」の分布において，運動群で 227人
中 50人（22.0％），130人（57.3％），47人（20.7％）
に対して非運動群は 305人中 90人（29.5％），
162人（53.1％），53人（17.4％）と統計的差は
認められなかった。女子においては，運動群で
73人中 4人（5.5％），52人（71.2％），17人
（23.3％）に対して非運動群は 248人中 7人（2.
8％），164人（66.1％），77人（31.0％）と男子
同様群間には統計的差は認められなかったが，
男女間の認識の構成割合には運動群と非運動群
ともに男子は「痩せ」認識が女子は「ふつう・
太い」が多いという有意差を認めた。
6)実測 BMI判定評価の状況は男女で異なり，男
子は運動群で「普通と太判定」に分類される者
が有意に多く，非運動群では逆に「痩せ判定」
に分類される者が多いが，女子にはそのような
傾向は認められなかった。
7)容認できない所見として，実測 BMIで「痩判
定」領域なのに「ふつう」と認識している者が，
男子運動群で 17人中 5人（29.4％），非運動群で
は 49人中 5人（10.2％）おり，女子にいたって
は運動群で 10人中 7人（70.0％），非運動群で 30
人中 24人（80.0％）と男子の 2倍以上である。
さらに，実測 BMIで「普通判定」領域なのに「太
い」と認識している者が，男子運動群で 180人
中 20人（11.1％），非運動群では 229人中 28人
（12.2％）おり，女子には運動群で 61人中 15人
（24.6％），非運動群で 206人中 64人（31.4％）
と「痩判定」同様に男子のほぼ 2倍以上である。
8)自己の体型認識の痩せ・ふつう・太い認識の
3群別の実測 BMIと理想体重から算出した理
想 BMIの性別運動・非運動群別の基本統計量比
較では，男子のすべてと女子の非運動群で，い
ずれも「痩せ・ふつう・太って」いる認識の順
に実測 BMI，理想 BMIともに高値化するが，女
子の運動群では実測・理想の BMIともにそのよ
うな順序性が認められなかった。
9 )運動に対する得意と不得意の意識と実測
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BMIによる判別評価との関連をみると BMI正
常域（普通判定）のみが運動を得意とするもの
で，運動への好意・有能性に関しては BMI正常
域にピークを有する二次回帰的傾向が存在する
ことが示唆された。
10)運動が楽しいという意識と実測 BMIによる
判別評価との関連については運動の得意・不得
意とは異なり，統計的関連は見い出せなかった。
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